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研究成果の概要（和文）：アーベル多様体の一般型な部分多様体は擬小林双曲的であることを証明した。これ
は、1920年代のブロッホの研究に始まり、1970年代の落合、川又による研究で証明された、いわゆる整正則曲線
に対するブロッホ予想を、単位円板からの正則写像の族に対する、弱い意味でのコンパクト性に拡張するもの
で、当該分野において話題とされてきた未解決問題であった。

研究成果の概要（英文）：I proved that subvariety of general type on abelian variety is pseudo 
Kobayashi hyperbolic. This problem starts from Bloch's classical paper in 1920's. Subsequently 
Ochiai, Kawamata proved Bloch's conjecture for entire curve. After that, it was discussed by several
 authors whether this result can be generalized as some kind of normality of families of holomorphic
 maps from the unit disc. Our result answers this question.

研究分野： 複素幾何学

キーワード： ネヴァンリンナ理論　擬小林双曲性
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１． 研究開始当初の背景 
（1）1920 年代に、ブロッホは不正則数が次
元より大きな射影多様体の中の整正則曲線
は代数退化する、という主張を行った。これ
は、1890 年代にピカールによって証明され
た、種数が 2 以上の射影代数曲線への複素平
面からの正則写像は定数に限る、という定理
の高次元化を与えるものであった。ブロッホ
の主張は、その後 1970 年代に落合、川又に
よって証明された。 
（2）また、1920 年代にブロッホは、古典的
なモンテルの正規族に関する研究を高次元
化する結果を得た。その研究は、1920 年代
にネヴァンリンナによって創始されたネヴ
ァンリンナ理論の単位円板上への拡張に立
脚していた。このブロッホの結果は、1970
年代に小林昭七によって、小林擬距離の言葉
で幾何学的に定式化された。ちなみに、ネヴ
ァンリンナ理論の当初の目的の一つは、一意
化定理を使わないピカールの小定理の別証
明を得ることにあった。このようにネヴァン
リンナ理論は、その始まりから一意化理論と
深いかかわりがある。 
（3）現在においても、ネヴァンリンナ理論
の高次元化や、射影多様体の小林擬距離の振
舞の研究などは、幅広く、奥の深い研究テー
マである。特に、上で述べた事実から、自然
に問題となる、不正則数が次元より大きな射
影多様体の小林擬距離の振舞については、本
研究開始当初は未知であった。さらには、高
次元ネヴァンリンナ理論における基本予想
である、第二主要定理の確立は重要な未解決
問題であり続けている。 
（4）本研究者は，本研究開始時までに，ア
ーベル多様体に対する，第二主要定理を，打
ち切り個数関数が１という，従来予想されて
いたよりも強い形で，証明していた．（この
結果は，野口潤次郎，J. Winkelmann 両氏と
の共同研究により準アーベル多様体の場合
に拡張することに成功した．）さらに，代数 
非退化な整正則曲線を含む射影多様体の基
本群の任意の有限次線形表現に対して，その
像は位数有限のアーベル群を含むことを証
明した．この結果は，ネヴァンリンナ理論の，
射影多様体の一意化理論への応用を示唆す
する結果である． 
 
２． 研究の目的 
（1）以上の研究開始当初の背景を踏まえて、
高次元ネヴァンリンナ理論で考察する正則
写像の定義域を、従来の複素平面から単位円
板に拡張し、射影多様体の小林擬距離や一意
化理論の研究に応用することを研究の目的
とした。 
（2）また、高次元ネヴァンリンナ理論で考
察する正則写像の定義域を、従来の複素平面
から、その分岐被覆にまで拡張した代数型正
則写像を研究することも、重要な研究目的で
あった。 
（3）これらの発展を，特に１． 研究開

始当初の背景（４）で述べた，本研究者のこ
れまでの研究成果に絡めることで，より具体
的で，実行可能性の高い研究を進めることを
目指した． 
 
３． 研究の方法 
（1）まずはアーベル多様体と、それよりも
広いアルバネーゼ次元最大の射影多様体の
場合に考察する方法をとった。その理由は、
それでも十分に興味深い研究課題があるこ
とであるが、別の理由としては、射影多様体
の一意化理論に登場するシャファレビッチ
多様体は、少なくても基本群が線形群であれ
ば、アルバネーゼ次元最大の射影多様体と周
期領域によって統制されるからである。 
（2）高次元ネヴァンリンナ理論の第二主要
定理型評価式における様々な定数を、正則写
像によらない定数で評価することで、正則写
像に関して一様な評価式を得る、という研究
方法をとった。 
 
４． 研究成果 
（1）アーベル多様体の一般型な部分多様体
は擬小林双曲的であることを証明した。さら
に強く，アーベル多様体の一般型な部分多様
体への，単位円板からの正則写像の族は，弱
い意味でのコンパクト性を持つことを証明
した。これは，ブロッホによる，モンテルの
正規族に関する結果の，アーベル多様体版で
あると理解できる。この観点からは，ブロッ
ホの結果は，代数的トーラスの（対数的）一
般型な部分多様体に対する結果となる。この
結果により、不正則数が次元より大きな射影
多様体の小林擬距離の振舞が理解される。こ
れは、1980 年代以降、当該分野の研究者によ
って繰り返し話題にされてきた問題であっ
た。尚，今回の結果の，準アーベル多様体版
が出来れば，ブロッホの結果を含む内容にな
るが，それは今後の課題である。 
（2）アルバネーゼ次元最大の射影多様体へ
の代数型正則写像に対して、第二主要定理型
の評価式を、代数非退化性の仮定なしに証明
した。その応用として、アルバネーゼ次元最
大かつ一般型な射影多様体に対して、ラング
によって定義された特殊集合が真部分代数
的集合であることを証明した。また特殊集合
の外にある代数曲線は、その次数が種数の定
数倍で上から評価されることを証明した。こ
れらのことは一般型射影多様体に対して成
立すると予想されているが、検証されている
例は少ない。 
（3）射影多様体が小林双曲的であるための
必要十分条件は特殊集合が空であることで
ある、というラングの予想を、基本群が線形
群で、普遍被覆空間がシュタイン多様体であ
るような射影多様体に対して検証した。 
（4）高次元ネヴァンリンナ理論における重
要な評価式に、幾何的対数微分の補題とよば
れるものがある。従来は、古典的なネヴァン
リンナの対数微分の補題とよばれる有理型



関数に対する評価式を用いる証明しか知ら
れていなかったが、本研究で分岐被覆のテク
ニックを用いる直接証明を得た。これは、特
にネヴァンリンナの対数微分の補題の別証
明を与えるものである。 
（5）本研究期間中の 2013 年に、日本数学会
幾何学分科会より、幾何学賞を受賞した。 
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